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2023 年に報告されたニッケル系超伝導体 La3Ni2O7 は超伝導転移温度 Tc=80 K[1]であり、銅酸化物

系、水素化物系に続く、液体窒素の温度を上回る Tc を持つ高温超伝導体である。加えて、ニッケル系

超伝導体は銅酸化物系の CuO2 面に相当する NiO2 面を持つことから注目を集めており、NiO2 面を持

つ物質の超伝導探索が進んでいる。同年 2023 年には、我々が類似層状構造を持つ La4Ni3O10 の超伝導

を発見した [2]。これら La3Ni2O7 と La4Ni3O10 は、それぞれ 2 層および 3 層に積層した NiO2 面を持つ。

一方、1 層の NiO2 面を持つ Sr2NiO2Cl2(Fig. 1)でも、高圧下での超伝導発現が予測されている[3]。我々

は本物質を実験的に合成し、高圧下で電気抵抗測定を行い超伝導の有無を調べた。 

 キュービックアンビル高圧装置を用いて、3 GPa の高圧下で高温高圧合成を行った。単相試料を得

るために、合成温度を 900~1400 ℃まで変化させて最適な条件を探索した。得られた試料を、電極を

微細加工したダイヤモンドアンビルセル(DAC)高圧装置[4]に封入することで、高圧下電気抵抗測定を

行った。 

合成試料の粉末 X 線回折(XRD)パターンを Fig. 2 に示す。目的相である Sr2NiO2Cl2 のシミュレーシ

ョンとの比較から、1000 ℃で最も単相に近い試料を得た。二端子法による電気抵抗測定より

Sr2NiO2Cl2 は常圧で少なくとも 100 MΩ以上の絶縁体であることが分かった。超伝導化を期待して圧

力を印加すると、電気抵抗は減少傾向を示した(Fig. 3)。先行研究の磁化測定によると、ニッケルは高

スピン状態である一方[5]、超伝導を予測した理論研究では低スピン状態を前提としている[5]。圧力印加

により低スピン状態への転移が期待されるため、今後は更なる高圧力下での測定と、元素置換による

電荷量の最適化を目指す。 
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